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2024 年度 特別選抜（学校推薦型選抜・帰国生選抜） 

共同教育学部（理科専攻） 小論文・面接 

評価の 

ポイント 

小論文は，次の観点から評価しました。 

(1) 問われたことに的確に答えているか。 

(2) 十分な内容が記述してあるか。 

(3) 書いてある内容に間違いがないか。 

(4) 記述が論理的か。 

(5) 論旨が明快か。 

(6) 借り物でない自分の言葉で述べているか。 

面接は，次の観点から評価しました。 

(1) 質問に的確に答えるか。 

(2) 事実をわかりやすく説明することができるか。 

(3) 自分の考えを論理的に説明できるか。 

(4) 科学的知識に重大な欠落がないか。 

 



 

 ２０２４年度群馬大学共同教育学部学校推薦型選抜・帰国生選抜 理科専攻 

小論文 解答用紙 

                                                               

受験番号          氏名              
  

      注意事項 １ １つの課題に，１枚の解答用紙を用いること。 

  ２ 各解答用紙の課題番号欄の該当するものに○印をつけること。 

  ３ 各解答用紙に受験番号と氏名を必ず記入すること。 

  ４ 字数は制限しないが，裏面には書かないこと。  

 

課題番号 1 2 3 4 

                                                                                             

                                          

※ ここに示した小論文の解答例はあくま

でも１の例であり，採点は評価のポイントを

踏まえ，受験生の多様な考え方を充分に考慮

して行っている。                                           

                                             

【解答例】                                             

  電気容量とは，コンデンサーに1Vの電圧を

かけたときに蓄えられる電気量のことであり，

単位はFである。電気容量C[F]のコンデンサー

にV[V]の電圧を加えたとき，蓄えられる電気量

Q[C]は                   

                     

 Q = CV                 

                      

という式で表される。            

 電気容量がC1[F]とC2[F]である2つのコンデン

サーを直列に接続した場合の合成容量C[F]は  

                     

 1/C=1/C1+1/C2              

                      

になる。なぜなら，電気量保存の法則から，2

つのコンデンサーに蓄えられる電気量は同じQ[

C]であるので，それぞれにかかる電圧はQ/C1とQ

/C2になる。よって，全体の電圧V[V]は    

                      

V=Q/C1+Q/C2                

                      

であり，C=Q/Vより上の式になる。      

 一方，2つのコンデンサーを並列に接続した場

合は                    

                      

C=C1+C2                  

                      

になる。なぜなら，2つのコンデンサーにかか

る電圧は同じV[V]であるので，それぞれに蓄え

られる電気量はC1VとC2Vになる。よって，全体

の電気量Q[C]は               

                      

Q=C1V+C2V                 

                      

であり，C=Q/Vより上の式になる。      

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                       

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

                                                                                             

   ※ 印の欄には記入しないこと。 
  

※ 
 

イ ロ ハ ニ ホ ヘ 
 
 

      
※ 

評点 
 



 

 

２０２４年度群馬大学共同教育学部学校推薦型選抜・帰国生選抜 理科専攻 

小論文 解答用紙 

                                                               

受験番号          氏名              
  

      注意事項 １ １つの課題に，１枚の解答用紙を用いること。 

  ２ 各解答用紙の課題番号欄の該当するものに○印をつけること。 

  ３ 各解答用紙に受験番号と氏名を必ず記入すること。 

  ４ 字数は制限しないが，裏面には書かないこと。  

 

課題番号 1 2 3 4 

                                                                                             

                                          

※ ここに示した小論文の解答例はあくま

でも１の例であり，採点は評価のポイントを

踏まえ，受験生の多様な考え方を充分に考慮

して行っている。                                           

                                             

【解答例】                                           

 (C,H) 試料に酸化銅を添加して完全に燃焼さ

せる。発生した気体を石灰水に通じて白濁すれ

ばCO2の存在が確認される。生成した液体が硫

酸銅(II)無水和物白色を青色の五水和物に変化さ

せればH2Oの存在が確認されて，Hが検出され

たことになる。               

(N) 試料に水酸化ナトリウムを添加して加熱す

る。発生した気体に濃塩酸を近づけNH4Clの白

煙が生じればNH3の存在が確認されてNが検出

される。                  

(S) 試料にナトリウムの小片を加えて融解する

。生成物を水に溶かして酢酸鉛(II)水溶液を加え

黒色沈殿が生じればPbSの存在が確認されて，S

が検出される。または，磨いた銀板に垂らし

Ag2Sの黒斑を生じればSが検出される。          

                      

                          

                      

                      

                                                      

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                                                                            

                                           

                                            

                                            

                                                                                     

                                           

                                           

                                           

                                            

                                            

                                           

                                            

                                            

                                            

                                                                                     

                      

                          

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

                                                                                             

   ※ 印の欄には記入しないこと。 
  

※ 
 

イ ロ ハ ニ ホ ヘ 
 
 

      
※ 

評点 
 

 



 

２０２４年度群馬大学共同教育学部学校推薦型選抜・帰国生選抜 理科専攻 

小論文 解答用紙 

                                                               

受験番号          氏名              
  

      注意事項 １ １つの課題に，１枚の解答用紙を用いること。 

  ２ 各解答用紙の課題番号欄の該当するものに○印をつけること。 

  ３ 各解答用紙に受験番号と氏名を必ず記入すること。 

  ４ 字数は制限しないが，裏面には書かないこと。  

 

課題番号 1 2 3 4 

                                                                                             

                                          

※ ここに示した小論文の解答例はあくま

でも１の例であり，採点は評価のポイントを

踏まえ，受験生の多様な考え方を充分に考慮

して行っている。                       

                                          

【解答例】                                

 ヒトの目には水晶体と呼ばれるレンズが入っ

ている。近くの物も遠くの物もはっきり見るこ

とができるのは，この水晶体の厚みを変えて近

くの物でも遠くの物でも同じように，光を感じ

る視細胞が存在する網膜上で像の焦点を結ぶこ

とができる調節のしくみがあるからである。   

 この調節のしくみに関わるのは，水晶体をとり

まく筋肉である毛様筋と，毛様筋から水晶体に

つながるチン小帯である。毛様筋が収縮すると

チン小帯はゆるんで水晶体をひっぱらなくなる

ので，水晶体は薄くならずに厚くなり，レンズの

焦点距離が短くなる。すなわち近くの物を見る

ときに焦点が合い，はっきり見えるようになる。

逆に毛様筋がゆるむとチン小帯は水晶体をひっ

ぱり，水晶体が薄くなるためレンズの焦点距離

が長くなる。すなわち遠くの物を見るときに焦

点が合い，はっきり見えるようになる。     

  このように，レンズの厚みを筋肉とそこから

つながる構造の働きによって自在に変えること

ができるしくみを持つため，ヒトは近くの物も

遠くの物もはっきり見ることができるのであ

る。                     

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                        

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                       

                                          

                                            

                       

                       

                       

                       

                         

                      

                                                                                             

   ※ 印の欄には記入しないこと。 
  

※ 
 

イ ロ ハ ニ ホ ヘ 
 
 

      
※ 

評点 
 

 



 

２０２４年度群馬大学共同教育学部学校推薦型選抜・帰国生選抜 理科専攻 

小論文 解答用紙 

                                                               

受験番号          氏名              
  

      注意事項 １ １つの課題に，１枚の解答用紙を用いること。 

  ２ 各解答用紙の課題番号欄の該当するものに○印をつけること。 

  ３ 各解答用紙に受験番号と氏名を必ず記入すること。 

  ４ 字数は制限しないが，裏面には書かないこと。  

 

課題番号 1 2 3 4 

                                                                                             

                                          

※ ここに示した小論文の解答例はあくま

でも１つの例であり，採点は評価のポイント

を踏まえ，受験生の多様な考え方を充分に考

慮して行っている。                             

                                 

【解答例】                                 

  静止した糸の延びる方向は，その場所の重力

の方向と一致する。重力は有引力と遠心力の合

力であり遠心力は緯度によって大きさが変わる

ため，重力の方向も緯度によって変化する。こ

こでは，1）北極点と南極点，2）赤道上，およ

び3）それ以外の地点について考える。    

                      

1.  北極点と南極点             

  遠心力は，物体と自転の回転軸までの距離に

比例する。北極点と南極点においては，その距

離は0mとなり，遠心力は働かないため，万有引

力＝重力となる。万有引力は地球の中心（重心

）に向かって働いているため，糸の延びる方向

の鉛直線上には，地球の中心が存在するといえ

る。                    

                      

2. 赤道上                 

  赤道上では，物体には万有引力と遠心力が働

く。遠心力は自転の回転軸に対して直角方向に

働き，その方向は万有引力の反対方向となる。

そのため，万有引力と遠心力の合力である重力

の方向は，万有引力の方向と同じになる。つま

り，糸の延びる方向の鉛直線上には，地球の中

心が存在するといえる。           

                      

3.  それ以外の地点             

   北極点と南極点，赤道上以外の地点でも，

物体には万有引力と遠心力が働く。万有引力は

地球の中心（重心）に向かって働いているが，

遠心力は自転の回転軸に対して直角方向に働く

。そのため，そのれら2つの合力である重力の

方向は，地球の中心を向かなくなる。つまり，

この地点では，糸の延びる方向の鉛直線上には

，地球の中心は存在しないといえる。     

                      

  なお，解答例では，図を略している。    

                      

                      

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                           

                         

                                            

                                            

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

                                                                                             

   ※ 印の欄には記入しないこと。 
  

※ 
 

イ ロ ハ ニ ホ ヘ 
 
 

      
※ 

評点 
 

 


